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研究主題 一人一人が楽 しく主体的に活動する書写学習

1研 究主題について

1主 題設定の理 由

新学習指導要領が告示 され本年度 か ら移行措置期 間とな った。新学習指導要領で は、児童

・生徒の課題解決能力を高あ、 「生 きる力」をは ぐくむ こととともに、各教科 にお ける基礎

・基本を徹底 する ことが求 め られている。

国語科では、 目標 に 「伝え合 う力を高め る」 ことが明記 され、児童 ・生徒 の意思伝達能力

の育成がいままで以上に強調 された。

書写 は 「書 くこと」の領域 と密接 に関連 し、国語科の 目指す 「適切に表現する能力」 「思

考力」 「言語感覚」 「国語科 に対す る関心」 「国語を尊重す る態度」等を育成す るための基

礎 ・基本 となる。 また、伝え合 う力を高め るたあに 「相手を意識 した伝達性 の高 い整 った文

字を書 くこと」 「場や用途 に合わせ て文字の大 きさや配列、字配 りを考えて書 くこと」がで

きる能力 ・態度の育成 をね らいとしている。

これ らの ことを踏 まえ、書写の学習活動においては、児 童 ・生徒が 自らの課題や学習方法

を選択 ・決定 し、課題解決学習を進 めて い く中で 「自ら学び考 える力」を伸ば し、生涯学習

の基礎 となる 「学 び方」 を学ぶ場 として い く必 要が あると考え る。

以上の ことか ら、本年度の研究主題 をP一 人一人が楽 しく主体的 に活動す る書写学習』 と

し、研究を進 めることに した。

2研 究のね らい

児童 ・生徒が楽 しく主体的 に学習す るためには、一人一人が学習内容を 自分 の もの と して

と らえ、 自分の学習課題 ・学習方法等を選択 ・決定 し、進 んで学習を進めていけるよ うに支

援 してい くことが重要 にな って くる。

この ことを前提 に書写 にお ける課題解決の過程 を以下のよ うに考えた。

(1>学 習課題 に興味 ・関心を もち、自分の課題 を選んだ り見っけた りす る。

② 方 法を考え た り選択 した りして、課題解決に取 り組む。

〔3)学 習の成果 を確認 し、次の学習に生かそ うとす る。

(4)書 写の時 間に学んだ ことを 日常生活 に生かそ うとす る。

以上のよ うな ことか ら本年度の研 究の重点を学習課題 ・学習方法の選択 にお き、主 に(1)(2)

を中心に研究 を進 めることによってr一 人一人が楽 しく主体的に活動す る書写学習』の実現

を目指す ことに した。
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3研 究全体構想図

社会の要請
●自ら学び、自ら考える力

●豊かな心

●基礎 ・基本の徹底

●個性の伸長

●文化 と伝統の尊重

国 語 科 の 目標

国語科書写のね らい
●文字の基礎 ・基本を理解

し、正 しく整えて書く能力

を養 う。
●文字に対する関心を深め、

文字を尊重する態度を育て

る。

児 童 の 実 態

小学校
●技能 ・意欲の個人差が大きい

●硬筆より毛筆を好む

●学年が進むにっれて文字感覚が高まってくる

書写を取 りまく環境
●情報伝達手段が多様化 して

きた
・機械印字 ・Eメ ール

・携帯電話 等

●手書きと手書 き文字のよさ

が再認識されている

生 徒 の 実 態

中学校
●技能 ・意欲の個人差が大きい

●毛筆より硬筆を好む

●速書きの必要性を感 じている生徒が多い

研究主題

一人一人が楽 しく主体的に活動する書写学習

研 究 の 重 占

(1)学 習課題に興味 ・関心をもち、自分の課題を選んだり見
っけたりする。

方法を考えたり選択 したりして、課題解決に取 り組む。

学習成果を確認 し、次の学習に生かそうとする。

書写の時間に学んだことを、日常生活に生かそうとする。

(1}学 習課題に興味 ・関心をもち、

自分の課題を選んだり見つけたり

するために

●字形 ・字源 ・筆順にっいての理解

●教材文字の選択

・課題選択(ち がう課題による)

・自由選択(同 じ課題による)

●課題の確認

拡大文字 自己評価VTR

Pスケールシー ト』の活用

●ティーム・ティーチングによる指導

堂 習 指 導 の 工 夫

② 方法を考えたり選択したりして、

課題解決に取り組むために

●用具の選択

フェル トペン 鉛筆 毛筆

硬筆 筆ペン 絵の具筆

●用紙の選択

ます目の大きさ 紙の種類 砂

水書板 練習用紙の学習順序

■ア ドバイスカード

●学習カー ドの工夫

●学習スペース・学習環境の工夫1

●コンピュータの活用

●1単 位時間の弾力的運用

●テ ィーム ・テ ィーチ ングによ る指 導

(3}学 習成果を確認し、次の学習に

生かすために

●課題の再確認

●評価カードの工夫

自己評価 相互評価

●硬筆、毛筆の関連

●発展学習の工夫

学年別漢字配当表

(41書 写で学んだことを日常生活に

生かすために

●硬筆 ・毛筆の関連

●他教科や生活に生かす場の工夫

手紙 ・はがき 案内状 ノー ト等

●文字環境を整える

掲示物 学習環境 新聞

ポスター 等

●学年別漢字配当表

oて}.〔=」
授業研究 分析と考察

i

まとめと今後の課題
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II研 究の内容

1学 習課 題に興味 ・関心をもち、 自分の課題 を選んだ り見つけた りする

児童 ・生徒が文字を書 くことに意欲的に取 り組み、効果的な書写学習を行 うため には学習

課題 に対 してどの くらい興味 ・関心を もて るか ということにかか っている。 しか し、今まで

の与え られた教材文字を黙 々 と練習す るとい う方法で は、興味 ・関心や意欲を引 き出す こと

は容易ではなか った。 これを踏 まえて、私 たちは児童 ・生徒が 自 ら課題 を選択 し、意欲的 に

学習 に取 り組 めるように、以下の点にっ いて工夫 した。

(1)字 形 ・字源 ・筆順 についての理解

ア 点 画の長短、方向、曲直、画 と画 との間、接 し方、交わ り方 を分か りやす く解説す る。

イ 漢字が単独文字か ら複合文字の部分 とな るときは字形が変化す る ことを学習 させ る。

ウ 文字を書 き上 げた全体の形は単純な図形で示す ことがで きることを確認 させ る。

工 平仮名や片仮名の字源 とな る漢字を提示 し、正 しく整 った文字を書 くための動機づけ

とす る。

オ 児童 ・生徒 と向かい合 って空書 きす ることで、正 しい筆順を確認 させる。 この場合 、

教師 は左手で児童 ・生徒の見 た書 き順 に合わせて画数を言 いなが ら空書 きす る。

(2)教 材文字の選択

ア 課題選択(違 う課題 による)

学 習 段 階 課 題 選 択

小

学

校

低学年 硬筆で平仮名 ・片仮名 ・漢
字の基本を学習する

1年 複数課題の提示は難 しい

2年 類似性のある教材文字から選択

中学年 毛筆学習導入 文字の組立

て、字形、配列に注意する

基本運筆の定着を図るため、難易度の違う

教材文字を複数提示

高学年 大 きさ、配列、字配 りに注

意 して読みやす く書 く

各課題別に複数ずっ提示 毛筆は中心線や

左右の調和の難易度が違うものを複数提示

中 学 校 行書学習導入 目的や必要

に応じて調和よく速 く書く
導入段階では楷書か行書かの選択も可能

行書の点画の何を練習するかを選択

イ 自由選択(同 じ課題 による)

自由選択は難しい

用具の選択が可能

練習方法 、教材文字、めあてにつ いて選択の幅を増やす

練習方法、練習用紙、教材文字など様々な組合せの中から選択する
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(3)課 題の確認

ア 水書板や画用紙 などに拡大文字を提示 し、各点画の書 き方の要点や上下左右 のバ ラ ン

スと中心線を確 認 させ る。

イ 教 師の示範の筆使 いをVTRで 提示 し、反復 した りス ローモ ーシ ョンを利用 した りす

ることで、筆順の確認 と教材文字の課題を明確 にす る。

ウ 最初に試 し書 きを し、次に試 し書 きと教材文字を比較 して ペ ンで気付 いた ことを試

し書 きに○ ・△ ・文字 で記入 してい く自己評価を行 う。

工 教科書の大 きさに合わせ た透明 シー トや半紙で、縦六等分 ・横半分(ま たは上下2セ

ンチを折 って残 りを四等分)の 線を赤でなぞったrス ケール シー ト』を作 成 し、問題 を

確認 して 自己評価を容易にで きるようにす る。

(4)テ ィーム ・テ ィーチ ングによる指導

ア ー人 は指導 ・助言、一人は用具や機器の操作 とい うよ うに役割を分担 して、個 々の教

師が多様 な学習展 開を し、時間を有効 に活用す る。

イ 課題 を理解す るために支援を要す る児童 ・生徒への対応 を適宜行 う。

ウ 自己評価の観点が見いだせない児童 ・生徒へ の適切な支援を行 う。

工 個別 に対応す ることで、児童 ・生徒の興味 ・関心が持続 し、楽 しく学習 して いけ るよ

うな授 業の展開を考え る。

オ 個別 に対応す ることで、課題を示唆 し本人の気付 きを促すよ うな支援 をす る。

力 机問指導す る際 には二人が同 じよ うな経路を とらず、学級全体 に目を配 るよ う留意す

る。

2方 法 を考えた り選択 した りして、課題解 決に取 り組む

学習方法 も様 々に選択で きるよ うに提示す ることで、児童 ・生徒 の意欲を引 き出 し、楽 し

く主体的 に活動す る授業が展開で きる。そのために、次の ことについて工夫 した。

(1)用 具の選択

ア 書 く用紙や 目的に合わせて、穂先 の大小 が違 うフェル トペ ンや筆 ペ ン、絵の具筆、

ボールペ ンなどか らも選択す る。

(2)用 紙の選択

ア 発達段 階にあ ったます 目を工夫 し、複数提示 して児

童 ・生徒 が選択で きるよ うにす る。 この場合、小学校

低学年だか らといって大 きくしす ぎない ことに留意す

る。

イ 用紙について も柔軟に考え、和紙、上質紙、 リサイ

クル紙、更紙、画用紙な どを用意 し、児童 ・生徒に選

択の余地を与えるような提示 を して もよい。

ウ 箱 に砂を入 れて指文字を書 いた り、粘土 で文字を作

った り、水書板で自由に書 ぐなど工夫すれば楽 しい授

業 となる。

零聰1
ノ紗 し

1し ＼し

籠字の練習用紙
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工 課題 を示 して書 く空間 も指定す る。

例:籠 字、始筆 ・終筆のみの表示、中心線の みの表示など

難易度をっけて学習用紙を提示す るが、必ず しも順序 どお り書 くよ うに指定せず 、児童

・生徒 に自由に学 習順序を選択で きるよ うにす る。

(3)学 習 カー ドの工夫

ア 学 習カー ドに、授業最初の 「試 し書 き」の欄 と授業最

後 の 「まとめ書 き」の欄を作 り、 その授業の中での練習

の成果を確認す る。

イ 「試 し書 き」は自己評価す るので、あ る程度 ます 目は

大 き くす る。

ウ 高学年になれば、 自己評価 した ものか ら自分の課題 を

見つ けて記入す る欄を作 り、練習の 目安 とす ることがで

で る。

工 授業の最後 に 「まとめ書 き」 と 「試 し書 き」 とを比べ

て どの程度課題を達成で きたか とい う観点で 自己評価す

る欄を設 ける。

オ その他、授業中の各活動 について も自己評価す るとよい。

力 硬筆 と毛筆の関連指導のため、硬筆 の練習用紙 として活用す る。

(4)そ の他

ア 学習 スペース ・学習環境の工夫

(ア)児 童 ・生徒が楽 しく活動で きるよ う、水書板 コーナ ーや絵の具筆 コーナーなど様々

な用具 を周囲に設 置す る。

(イ)選 択 した課題別 に机を配列 し、支援を特に必要 とす る児童 ・生徒の机 の配置を工夫

す る。

(ウ)様 々な教 育機器や用具設 置 コーナーが 置 ける広めの教 室を確保す る。 テ ィーム ・

テ ィーチ ングで指導す る場合 は、二教室 を利用す るとよ り効果があがる。

イ コンピュータの活用

(ア)筆 順や文字検索、部首検索 などに利用す る。

ウ ー単位時間の弾力的運用

(ア)低 学年の児童 について、意欲の持続 を考慮 し30分 授業の展開が効果的な場合 もあ り、

各単元、児童 ・生徒の発達段階 に合わせ て弾力的に学習時間を運用す る。

3学 習の成果を確認 し、次の学習 に生かすため に

その 日学習 した ことを様 々な角度か ら評価 し、成就感や達成感を もち、新たな課題意識を

もつ ことによ って、次の学習につ なげてい くとい う流れがで きあが って、初めて書写学習が

生 きて くる。そのためには次の ことに注意す る必要がある。

(1}課 題の再確認

ア 本時の課題が どういうものであ ったか、教科書 ・黒板 ・学習カー ドなどで再度確認す る。

イ 自己評価を見直 し、課題をよ くとらえて いたかを確認す る。

鯖1学
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(2)評 価 カー ドの工 夫

ア 自己評価

(ア)自 分の課題 に照 らし合わせて、まとめ書 きを自己評価す る。低学年 において は評 価

しやす いように視覚的 に観点を表示す る。

イ 相互評価

(ア)友 達のよい点 や課題が達成で きた成就感が得 られ るよ うな相互評価 をす る。

(イ)課 題 に対す る取 り組み方への評価が、次時への意欲 を引き出せ るもの となるよ う助

言す る。

ウ 形成的評価

(ア)学 習の途 中で課題 ごとに評価がで きる欄 を設 け、 シールな どで本人 と教師が評価 を

っ ける ことによ って児童 ・生徒の課題意識 を持続で きるよ うにす る。

工 教師の評価

(ア)到 達度評価 を基本 とす るが、学習に対 する成就感が得 られ るよ うな評価 と助言 を与

える。

(イ)努 力を要す る課題 について も明確に示 し、次の学 習への意欲がわ くように助言す る。

(3)発 展学習の工夫

ア 毛筆で練習 した文字を、その時間内に硬筆で練習す る ことに よって、毛筆で学習 した

ことを硬筆で も生かせ るよ うにす る。

イ 学年別漢字配 当表を使 って、その 日の課題を含む文字を見っ ける学習をす る。

ウ 目的や意図す る もの によ り、適切 に用具や用紙を選択 しなが ら、書写で学んだ ことが

他の学習や活動 に生かせ るよ う継続的に指導す る。

4書 写で学んだことを、 日常生活 に生かすために

伝え合 う力を伸 ばす ためには、相手を意識 した表記を心が けることが大切で ある。 そのた

めには、書写で学 習 したことを授業 だけの もの とせず、文字 を速 く整えて書 く能力を生か し

なが ら、 目的 に合 わせ相手を意識 した書写活動 を 日常生活 の中で行わなければ な らない。

(1)硬 筆 ・毛筆の関連指導

ア 毛筆で学習 した ことを毛筆 だけの もの とせず、硬筆で も意識 して書 くような心が けが

身 に付 くよ う指導す る。

② 他教科や生活 に生かすための工夫

ア 授業 ノー トに書写で学んだ ことを生か して、速 く整えて書 くよ うにす る。

イ 手紙や はが きも、相手を意識 した文字で、用具 も適切に選択 して書 くことを身に付ける。

ウ 学校行事の案内状 などに も、用具を適切に選択 し相手を意識 して書 くよ うにす る。

(3)文 字環境 を整える

ア 教室や廊下の掲示物、新聞やポスターな どの印刷物等で様 々な文字を知 り、常に 自分

の書 くもの と比較 しなが ら、 自分 の書写活動 に も生かせ るよ うな文字感 覚を高めてい く

ようにする。

イ 自分で掲示物や印刷物を作 る機会を多 く設け、文字の伝達性 にっ いて意識 できるよう

な環境を整え る。
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皿 実践研究

〈小学校第5学 年の学習指導例〉

1単 元 名 文字の組 立て方(一)

2単 元の 目標

(1)文 字の左右の組立て方 を正 しく理解す る。

(2)「 へん」や 「つ くり」 にな ると、点画や字形が変化す ることが ある ことを理解 して書 く。

(3)「 へん」 と 「つ くり」の幅の とり方や高 さに気 を付けて、字形を整えて書 く。

3単 元設定 の理 由

漢字の文字 の組立てにつ いて は、毛筆書写で は初 めてであ るが、硬筆で はすでに第3学 年

か ら学習 してお り、左右の部分の組立て方、第4学 年で は上下 の組立て方 について も学習 し

て いる。 これ らの複合文字 は、単独文字をただ小 さ くして、左右 あるいは上下に並べればよ

い ものではな く、一っ のまとまりある形 と して見え るように書か なければな らない。そのた

めには部分 の形をは じめ、部分部分 の大 きさや、位置関係に も目を向 けて い く必要があ る。

しか し、実 際には、 これ らに対する意識 は低 く、あま り理解 されて いないのが実情であ る。

この単元 では、部分 と部分が左 右に並ぶ 「へん」 と 「つ くり」 にっ いて、相互が ゆず り合

う関係にな っていることを理解 し、左右の組立てに気を付 けなが ら文字を整えて書 くことを

ね らい と している。-

4児 童の実 態

本学級 の左右の組立 てか らなる文字 の実態 は、

(1)左 右が 同 じ幅 の文字(例r材 』)、左 側が狭 い文字(例r地 』)、右側 が狭 い文 字(例

r引 』)の どれ も左右の幅を同 じに書 く。

② 「へん」の幅が狭 くな らず、単独文字 と同 じ幅 に書 く。

〔3)木 へんでは、 「へん」の最終 画が変化 していない。

(4)左 右 のゆず り合いが見 られず、単独文字が2文 字並んでい るよ うに見え る。

とい った児童が多い。

前時r木 材』の学習で は、 「へ ん」や 「っ くり」の幅が狭 くなる こと、 「木へん」の4画

目が変化す る こと、 「つ くり」の1画 目は 「へん」の1画 目よ り下か ら書 き出す ことなどを

学習 したが、学習カー ドに書いた 目当て は 「字を きれいに書 く」 「字 を整えて書 く」等が多

く、左右の組立てにかかわ る目当てが なかなか もてなか った。 その結果、 まとめ書 きでの文

字 も左右の組立てを意識 した ものが少 なか った。

そ こで、本時では、 もう一度左右の組立てか らなる文字を取 り上 げ、 「へん」の形や大 きさ

に気を付 ける ことを目当て に もつ ことで整 った字を書 くことが で きるよ うに しよ うと考えた。

5研 究主題 との関連一学習指 導の工夫

(1)学 習課題 に興味 ・関心を もち、 自分の課題を選んだ り見つけた りす る。

ア 教材文字の選択

本単元では、児童が主体的に学習で きるよ うにするたあ、教材文字を課題別で選ばせた。

r地 』P灯 』のどち らも 「へん」 と 「っ くり」か らなるが、r地 』 は 「へん」が狭 く、
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「へん」の最終画が 「はらう」文字であ り、 『灯』 は 「へん」 と 「っ くり」の幅が同 じ

でへんの最終画を短 く 「とめる」文字 であ る。 この2つ の文字か ら児童が、 自分の課題

や思いにあわせて、教材文字を選択で きるよ うに した。

② 方法 を考えた り選択 した りして、課題解決に取 り組む。

ア 学習 スペースの工夫及びテ ィーム ・ティーチ ングによ る指導

本学習で は、児童の課題文字をあ らか じめ把握 してお き、座席を窓側 にr土 地』を選

択 した児童、廊下側にr灯 火』を選択 した児童 とし、指導者が課題別に支援 グループを

分担 した。 これにより、教師 は児童の課題把握の状況が明確 に分か るとともに、児童相

互 の教え合い、学 び合いがで きると考えた。

(3)学 習の成 果を確認 し、次の学習に生かそ うとす る。

ア 学年別 漢字配 当表の活用

第4学 年 で学習す る漢字配当表か ら左右の組立てか らなる字を見っけさせ、本単元で

学習 した ことを、他の文字で も生か して整 った文字が書けるように した。

6単 元の学習計画(3時 間扱 い)

(1》 「木」 と 「木へん」の違 いに気 を付 けて 『木材』を書 くことがで きる。(1時 間)

② 「へん」と 「っ くり」の大 きさに気を付けて、字形を整えて書 くことがで きる。(2時 間)

7本 時の学習活動(2/3)

《1}教 材 文字の組立 て方(一)r土 地』r灯 火』

(2}目 標

ア 左右の組立て方 を正 しく理解す ることがで きる。

イ 左右の組立て方 に気を付 けて、文字を整えて書 くことがで きる。

(3)展 開

学習活動と内容 (Tl)支 援(T2) 資料 ・教具

1試 書す る。

●教材文字を知 り、空書 ●教材文字を知 らせ る。 ●机間指導 しなが ら、 拡大手本

きをして筆順を確認す ●空書 きをす る。 大きく空書きするよ r土 地』

る。 うに助言す る。 r灯火』

r土地』r灯 火』

●学 習カー ドに 自分の選 ●r土 地』 とr灯 火』の ●学 習 カー ドを 配 る。 学 習カー ド

んだ教材を硬筆で試書 どちらを選んだか把握

す る。 して お く。

2共 通の課題をっかむ。 ●r木 材』を例 に して左 ●学習課題を書いた紙 学習課題の

●前時で学習 したr木 材』 右の組立てからなる文 を 貼 る。 用紙

を例にして課題を理解 字の課題を見つけるこ

解 し、各 自の課題を明 とが で き る よ うにす

確 にす る。 る 。

●課題 例

Or灯 』 の 「へ ん 」 の4画 目は とめ る

Or地 』 の 「へ ん 」 は狭 く書 く
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3

10『 地』の 「へん」の3醐 は右上に1まらう

2っ の部分の組立て方に注意 して書 こう

…

黒板 〔掲示〕

題材によ り2っ の グル 土地 灯火
一プに分か れる。 一 一 一 一

r土 地』は窓側、r灯

火』は廊下側に分かれ

る 。

土地』15人

灯火』16人 土地 灯火
一 一

111

111

『 一

●主に廊下側の児童が自 ●主に窓側の児童が

自分の課題を学習カー 分の課題を適切に書け 分の課題を適切に

ドに記入す る。 て いるか、机間指導 し けてい るか、机 間

なが ら助言す る。 導しながら助言す

る 。

練習す る。 ●r土 地』を選んだ児童 ●r灯 火』 を選ん だ

毛筆を使 い、 自分の選 を支援す る。 童を支援す る。

んだ教材を試書する。

●練習用紙 を使 い、練習

す る。

4ま とめ る。

●学習 カー ドに 自分の課

題を硬筆 を使 って まと

め書 きをす る。

5評 価す る。

●筆使 いに慣 れて いない児童 には、直接手 をそえ

て一緒 に書いて感覚をつかめ るよ うにす る。

●T,とT2が 担 当を交代す る。

●今までの練習を生かして正しい姿勢や筆の持ち

方で書くように促す。

●各 自の課題にそ って評価で きてい るか確認 して

練習用紙

土地

000

灯火

000

文字 カー ド
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●学 習 カー ドに◎ 、 ○ 、 まわ り、必要 に応 じて助言す る。

△で評価 を記入す る。

6r材 』 と同 じように ●第4学 年で学習す る漢 ●予めい くっかの文字

左右の組立てからなる 字配当表から左右の組 を用意 してお き、児

文字を見つ ける。 立てからなる漢字を見 童の発表に合わせて

っけさせ意識を高める 掲示す る。

よ うにす る。

7次 時の予告を聞 く。 ●次時はr湖 岸 』を学習 ●拡大手本を示 し、次 拡大手本
●次 時はr湖 岸』を学習 することを児童に告げ 時への意欲化を図 r湖 岸』

する ことを知 る。 る 。 る 。

(4}評 価

Q左 右の組立 てか らな る文字では 「へん」 「つ くり」の幅が単独文字か ら変化す ることを

理解で きたか。

orへ ん 」の幅や最終画の変化に気 を付 けて、文字を書 くことがで きたか。

8本 時の考察

(1)学 習課題 に興味 ・関心を もち、 自分の課題を選んだ り見っ けた りす る。

ア 教材文字の選択

児童 は、文字 による課題 の違 いを理解 して選択を して

いたが、 「学 習の めあて」 には、 「バ ラ ンスよ く書 く」

「て いねいに書 く」等の記述 も多 くみ られた。教 師の助

言 により大部分が具体的な課題 に変 更で きた。また、 自

分が課題を選んだ ことによ り、意欲的 に活動に取 り組む

ことがで きた。

② 方法を考え た り、選択 した り して課題解決 に取 り組む。

ア 学 習スペ ース、テ ィーム ・テ ィーチ ング

同 じ課題の児 童がまとまっていたことによ り、友達同

士での教え合いや相互評価等が み られた。特 に、練習用

紙 を使 った活動 では、教師側 も助言 しやすか った。 また、

途 中担 当を交代す ることによ り複数の教師か ら支援や称

賛を受 け られ た ことで意欲 の高 ま りにっなが った。

㈲ 学習の成果を確認 し、次の学習 に生か そ うとす る。

学年別漢字配 当表の活用

園園図圓
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児童は教材文字以外 に も左右の組立てか らなる文字があることを意識す ることがで き、

ふだんの学習の中で も 「へん」や 「つ くり」に気 を付けて文字を書 くことに注意を払 う

ようにな った。

(4)そ の他

練 習用紙 について、今回の授業 では学習の順序選択を考えて いなか ったが、児童の思い

や必 要に応 じて練習す る順序や内容 につ いて も選択 させ る ことがで きると考え る。
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〈小学校第2学 年の学習指導例>

1単 元 名 画のつ け方 ・交わ り方

2単 元の 目標

(1)画 のつけ方 ・交わ り方 の 「っ く」 「交 わる」の意 味を知 る。

(2)画 のっけ方 ・交わ り方に気 を付 けて、文字を書けるよ うにする。

3単 元設定の理 由

点画 と点画をつ けるのか交 わ らせ るのか とい うことは、文字を正 しく書 くことに深 く関係

している。例えば、漢字の 「工」 と 「土」、 「刀」 と 「力」、 力タカナの 「ス」や 「ヌ」など

は点画をっけ るか交わ らせ るか で全 く違 う字 になって しま う。 ところが児童の書 く文字には

次の よ うな実態が見 られ る。

卑

さ らに、っ く点画が多 くなればなるほど、児童 にとっての難易度 は高 くな って い く。

そ して、文字の筆順 によってはすで に書 いた点画 に、後か ら接す るように書か なければな

らない文字 もあ る。 例えば漢字 の 「入 」、 力タカナの 「マ」 「ム」 「ア」 とい った文字 であ

る。後か ら接す るとなるとさらに困難 さが増す といえ よう。

また、低学年が硬筆の筆記用具 として多 く使用す る鉛筆は、先が細 く、注意 しなけれ ばす

ぐに点画か らはみ出 して しまう。正 しく書 き分けなければ違 う文字 にな って しま うとい うこ

とを知 り、 それが きちん とで きるように なる ことは 「文字を正 しく整 えて書け るようにす

る」 とい う書写の 目当てか らも大切 な課題であ る。

そ して、点画 と点画 とをつけ るか、交わ らせ るか とい うことに注意 しなが ら文字を書 くこ

とで、丁寧に文字 を書 く態度 の育成 にっなが るもの と考えた。
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4児 童の実態

本学級の画のっ け方、交わ り方 にかかわる文字の実態 は、次の通 りであ る。

技能面か らみ ると、つ くところを交わ らせて書 いた り、(正 、月、 目、見等)書 き順 を

誤 った りしてい る児童が少な くない。(上 、右、左、石等)

意欲面か らみ ると、 「つ く、交 わる」を特 に意識 しないで書 くこともあり、字が雑にな り

がちな児童がい る。

5研 究主題 との関連一学習指導の工夫

(1)学 習課題 に興味 ・関心を もち、 自分の課題 を選んだ り見っ けた りする。

ア 教材文字の精選

r工 』、r土 』の よ うにっ く、交わ るが はっきり していて理解 しやす い文字を単元の

初 めの学習に選 び、児童の実 態や、習熟度 に合わせて、教材文字を易か ら難へ と進めて

い った。

イ 児童 による選択 の場の設定

自分 な りの選択理 由で文字 を選んだ り、絵 の具筆か粘土かの用具の選択を考えた。

② 方法を考えた り、選択 した りして課題解決に取 り組む。

ア 筆記用具の工夫

絵の具筆を使 って、一画 ごとに色を変えて書 いた り、粘土を使 って文字を作 った りし

て、楽 しく取 り組 めるように した。

イ ティーム ・テ ィーチ ングによ る指導

用具の種類で指導 を分担 した り、発問、指名 と板書を分担 した り、役割を交代 した り

して授業 にア クセ ン トをっけた。 その ことで児童が集中 して学習で きるよ うに した。 ま

た、学習方法 で分担を決め、学 習の効率化を図 った。

(3)学 習の成果を確認 し、次の学 習に生かそ うとす る。

ア 評価 カー ドの工夫

予め、児童 に2種 類 の シール(赤 シールは 「もっと書 きた い」、青 シールは 「大体満

足」)を 持たせ ることで、学習意欲が高め られた。r工 』r土 』r石 』r右 』の4文 字

の練習 とまとめ書 きの8箇 所 で、学習を進めなが らそのつ ど子 どもたちは評価 した。
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6単 元の学習計画(3時 間)

(1)画 と画 とがつ くところと交 わるところを絵の具や粘土 を使 って気付 き、正 しく書けるよ

うにす る。

(2)画 と画 とのつ くところ、交わ るところを区別 して書 けるよ うにす る。

(3)画 と画 とがつ くところ、はなれ るところを区別 して書 けるようにす る。

7本 時の学習活動(1/3時)

(1)教 材 画 と画 とのつ け方交わ り方r工 』r土 』r石 』r右 』

(2)目 標 、

ア 画 と画 とをつ ける ・交 わるということに気付 く。

イ っ ける ・交わ ることを意識 して文字 を正 しく書 く。

(3) .展 開

学習活動と内容

1試 書をす る。

●r工 』r土 』 を試書す

る。

●どんな点 に気 をつ けて

書 いたかを発表す る。

(T1) 支 援 (T2)

●教材文字を知 らせ、空

書 き指導をす る。

●意見を聞 き、 まとめ る。

●つ く ・交わ ることを正

しく書かない と、違 う

漢字 にな って しまうこ

とを見っけ られ るよう

にす る。

●学習 プ リン トを配 り

空書 き指導 をす る。

●意見を板書す る。

「っ く ・交 わ る」 に気 を付 けてr工 』r土 』 を書 こ う。

2r工 』r土 』 を書 く。

●つ く、交 わ る ことを 意

識 して 、r工 』r土 』

を 練 習す る。

●ま とめ書 き をす る。

●書 き順や、つ く ・交わ

る ことを意識 できるよ

うに、声かけをす る。

シールを貼 りなが ら、

評価 を行 う。

資料 ・教具

拡大文字

学習プリント

OHC
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3

1

っ くところ ・交わ るところを、粘土や絵 の具を使 って、発見 しよ う。

●進んで選択で きるよ う

選択する。 に提示す る。

絵の具筆 ・粘土をっか ①文字r石 』かr右 』

って 『石 』r右 』 を書 ②道具 「絵の具筆」

い た り 、 作 っ た りす 「粘土」

る 。 ●絵の具筆 グループを指 ●粘土 グループを指導

つ く ・交 わ る とい うこ 導す る。(色 々な色を す る。(粘 土を細長

との理解を深め る。 選んで絵 を描 くときの .く して文 字 を 作 る。)

よ うに字を書 く。)

、ガ
r,

4r石 』r右 』 を 書

く。

●r石 』r右 』を練習 し、

まとめ書 きをす る。

5学 習 の ま と め を す

る。

●分か った ことを学習プ

リン トに書 く。

6評 価 す る。

●学習プ リン トにシール

を貼 る。

7次 時の学習内容を聞

き、意欲を もっ。

拡大文字

粘土

絵の具筆

●文字 や、道具を変 えて もよい ことを伝え る。

● 「つ く ・交わ る」を意識 して正 しい文字を書 け

るよ うに助言す る。

●書 き1順や、っ く、交わ ることを意識で きるよ う

に声か けをす る。

●つ く、交わ ることに注

目で きるよ うに、 まと

めの ヒン トを与えなが

ら声かけをす る。

●今 日の学習(つ く ・

交わ る)で 分か った

ことを確か め られ よ

うにす る。

●児童の学 習プ リン トに シールを貼 る。

●r正 』r茶 』等を学習 ●r正 』r茶 』の文字

す ることを告げ る。 を提示す る。

シール
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(4)評 価

ア 「っ く ・交わ る」に関心を もって、筆 記用具や練習文字の選択を行 い、学習に意欲を

もつ ことが できたか。

イ いろ いろな道具で、文字の交わ るところ ・っ くところを進んで調べ ることがで きたか。

ウ 「っ く ・交わ る」 ことを意識 して正 しい文字を書 くことがで きたか。

8本 時の考察

(1>学 習課題に興味 ・関心を もち、 自分の課題 を選んだ り見つ けた りす る。

ア 教材文字の精選

工、土 を導入段階で用 いることで、 「っ く」 「交わ る」の言葉は出なか ったが、 「突

き抜 け る」 「突 き抜けない」の同意の説 明が なされ、学習内容が明確 になった。

イ 形成的評価

練 習やまとめ書 き等 そのっ ど自己評価 した ことは、児童の意欲にっなが った。

ウ 場 の設定(学 習スペース)

絵 の具筆 と、粘土 の2グ ル ープで教室2箇 所で活動 させたが、児童の活発な活動か ら

よ り広 いスペースが必要だ と感 じた。今後 はぐ2教 室 を使 った り、廊下等 も活動 スペー

ス として取 り入 れた りしてい きたい。諸事情でスペースがない場合 も考え られ るので、

いろいろな用具や、材料をセ ッ トした箱 を事前に準備す ることが有効で あると考 え られ

る。一っの箱か ら絵 の具筆 も、粘土 も取 り出せ るよ うにす ることで、児童が 自分 の選択

に従 って学習をスムースに進あ ることがで きる。児 童たちとの 日々の授業や語 らいの中

か ら、アイデアを豊 富に出 し合 いたい。

(2)方 法 を考えた り、選択 した りして課題解決 に取 り組 む。

ア 筆記用具の工夫

「右」を絵 の具筆で書いた場合、一画

目は黄色、二画 目は青色で書 くことによ

り交わ る部分が緑 に変わ り、画 と画が交

わるとい う認識が高 まった。粘土 で文字

を作 ることで、つ くこと ・交わ ること、

書 き順を意識す る ことがで きた。

イ 机間指導 とティーム ・テ ィーチ ング導入

テ ィーム ・ティーチ ングの導入で、発問、板書の分担によ り、効率 よ く学習で きるよ

うに した。

そ して、一人一人の状 況に応 じて机間指導を行 うことによ り、児童に充実感を与える

ことがで きた。今後 は座席 カー ドや ア ドバイスカー ドを作成 ・活用 し、児童理解 ・習熟

度に応 じた指導 ・評価などに一層役立でてい きたい。

ウ 板書の構造化

児童の思考の下、板書 を的確 にす ることが本時の 目当ての習熟 にっなが った。今後 は、

教 材文字 の特性か ら考 え、児童 にとって見やす く理解 しやす い板書の構造化が必要であ

る。'
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〈中学校第1学 年の学習指導例>

1単 元 名 行書の学習一行書の筆使い と字形(1)

2単 元の 目標

(1)楷 書 と行書を比較 し、 その違 いを理解 する。

② 行書の特徴(点 画の丸み、連続、点画の形や方向の変化)を 理解 して書 く。

(3)点 画の丸みや連続を理解 し、筆使い と字形に注意 して書 く。

(4)点 画の連続 を理解 し、筆使 いと字形に注意 して書 く。

(5)毛 筆の学 習を生か し、点画の連続に注意 して硬筆で も書 く。

3単 元設定の理 由

行書 は、楷書 に比べて 「速書 き」で きる実用 の書体 と して生 まれた ものであ る。点画を連

続的 に速 く書 くことか ら、線が曲線的 にな り、筆脈が はっきりと表れる。 また、点画の形や

大 きさ、方向、筆順が変化 した り、省略 される こと もあ る。 この ような行書の特徴 の中で、

初めて行書を学習す る生徒に とって、 「点 画の連続」(A、 横画か ら横画B、 左払 いか ら

横画C、 点か ら払 いD、 縦画か ら横画)は 筆使いが難 しいと思われ る。実際、r月 光』

の教材で、点画の連続や丸みにつ いて理解 し、学習を進め たが、 「点画の連続」の部分 は、

筆脈が意識 されていない不 自然 な連続が多 くみ られた。r月 光』で学習す る 〈A、 横画か ら

横画〉への連続 は、 「点画の連続」の基本 とな る筆使 いであ る。筆脈を意識 した運筆、横画

の部分 と筆脈が実画化 した部分の筆圧 の違 い、筆脈のなかでの行書 らしい始筆な ど基本的な

筆使 いを意識 し、 しっか り習得す ることは、他 の 「点画の連続」を学ぶ ための導入 に もっな

が る。 また、楷書の筆使 いとの違 いを はっきり意識 させる こと もで きる。そのため、 〈A、

横画か ら横画〉への連続を重点 に取 り上げる学習を設定 し、筆使いの確認 と充実 を図 り、さ

らに硬筆 によって 日常 よ く使 う他の漢字に も広 く応用で きることをね らいと した。

また、r生 活』 は、上記A～Dの4種 類の 「点画の連続」が含 まれた教材文字であ る。筆

脈 を意識 した点画の連続の方法を習得す るために、A～Dを4っ の課題 と して設定 し、提示

した。生徒 自身 は、 この4つ の課題か ら習得で きて いな い課題 を自 ら選択 し、課題に合 う教

材文字を使 って練 習を進 めることで 「点画の連続」 について主体的に取 り組む こともね らい

とす る。

4生 徒の実態

本学級 の 「行書 の学習」への取 り組みの実態 は、行書への興味 ・関心を もっている生徒 は

多いが、 まだ学習 時間 も少ないたあ、運筆 の加速や筆圧 などの筆 使いに慣 れず、難 しく感 じ

ている生徒 も少 な くない。

特 に、前時に学 習 した 『月光』 における 〈A、 横画か ら横 画〉への連続(「 月」の3画

～4画 目)の 実態 は、

ア 横画の部分 も筆脈が実画化 した部分 も同 じ筆圧で書いて しまうため、横画か ら横画への

連続がギザギザにな って いる。(例 、①)

イ 「月」の4画 目の始筆が楷書のよ うな始筆 になって しまい、筆脈か らっ なが る 「すべ り

こむよ うな始 筆」になっていない。(例 、②)

ウ 筆脈が意識 されていないため、連続の方向が不 自然 にな っている。(例 、③)
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以上のよ うな実態か ら、ア～ ウをア ドバ イスカー ドの形で助言 し、横画か ら横画へ の連続

の方法を理 解 し、習得で きるよ うに した。

例①

月
例②

月
例③

月
5研 究主題 との 関連一学習指導の工夫

(f}学 習課題 に興味 ・関心 を もち、 自分の課題を選んだ り見つけた りす る。

ア 教材文字 の選択

「横画か ら横画への連続」 とい う共通課題 の もと、前時の学習の 自己評価か ら自分の

教材文字を選択 した。

イ 範書

r二』の範書を示 し、行書の基本的な筆使 い(運 筆の加速 、筆圧、始筆の入れ方)を

視覚的 に確認 させ ることで、課題解決への意欲 を高め ることをね らい と した。

ウ 課題解決の方法 の提示

r三』を使 って 「横画か ら横画への連続」

の筆使 いにお ける問題点 と正 しい筆使 いに直

すための改善策を三つ に絞 り、提示 した。そ

の際、三色の色画用紙で色分け し、 ア ドバイ

スカー ドとも連動 させ、助言 した。

課題の解決方法を提示した板書

② 方法を考えた り、選択 したり して課題解 決に取 り組む。

ア 練習用紙(毛 筆)

教材文字 ごとに練習用紙を数種類用意 し、生徒が選択 した段階か ら学習で きるよ うに

した。

イ ティーム ・テ ィーチ ングでの授業一座席表 の工夫

ティーム ・ティーチ ングで授業を行 ったが、

授業の場 面 ごとにT.とT2の 役割を明確 に

し、机間指導で は、教材文字別 に生徒 を分担

した。生徒の選択 した教材文字 と前時に学習

習 した 「月光」の 自筆を入 れた 「座席表」を

作 り、ア ドバ イスカー ドとともに持ち歩 きな

が ら助言で きるよ うに した。

生徒の自筆を入れた座席表 とア ドバイスカー ド
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(3)学 習の成果 を確認 し、次の学習に生か そ うとす る。

ア 学習プ リン ト(硬 筆)

毛筆で練 習 した行書の筆使 いを使 って、 「横画か ら横画への連続」 を含む他 の漢字を

硬筆で練 習で きる学習プ リン トを使 って、硬毛の関連 を図れ るよ うに した。

イ 書写学習カー ド(自 己評価 カー ド)

本時の学習を振 り返 り、達成感を もっ とと もに、次 の学習 に向けて 自分の課題 を意識

で きるよ うに した。 また、 自己評価では、毛筆 と硬筆の両面か ら評価 で きる項 目だてを

考慮 した。

ウ 次時の予告

次時の教材文字r生 活』で学習す る 「4つ の連続」を示 し、本時の学 習内容 との関連

を図 りなが ら、課題選択の学習への意識づけがで きるよ うに した。

(4)書 写で学んだ ことを 日常生活 に生か そ うとす る。

ア 小学校第6学 年漢字配 当表

日常 よ く使 う漢字に生かすために、学年別漢字配 当表を使い、 「横画か ら横画への連

続」を含む漢字 を探す学 習を取 り入 れた。

6単 元の学習計画(4時 間扱 い)

(1}点 画の丸みや連続 について理解 し、筆使 いや字形に注意 してr月 光』を書 く。

② 点画の連続(A、 横画か ら横画)の 筆使 いを重点 に学習 し、硬筆 に も生か して書 く。

(3)点 画の連続(B、 左払いか ら横画C、 点か ら払いD、 縦画か ら横画)を 理解 し、筆

使 い と字形 に注意 して 『生活』を書 く。

(4)点 画の連続(A～D)の 中で、 自分が習得 していない課題を見つ ける。 そ して、 自分 の

課題 にあ った教材文字 を選択 し、学習す る。

7本 時の学習活動(本 時2/4)

(D教 材r月 光』

② 目標

ア 点 画の連続 〈A、 横画か ら横画〉の筆使いを正 しく理解 し、書 くことがで きる。

イ 点 画の連続 〈A、 横画か ら横画〉の筆使いを硬筆 に生か して書 くことが できる。

ウ 日常よ く使 う漢字の中に、 「横画か ら横画へ の連続」を含む部分を探 し、広 く活用 で

きることを知 る。
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(3)展 開

学習活動と内容

1学 習 目標をつかむ。

●前時に学習 した行書の特

徴を確認す る。

●横画か ら横画への連続 の

方法を重点 に学習す る。

●r二 』の範書やr三 』の

拡 大 文 字 を 見 なが ら、

「連続 の筆使 い」の注意

点を知 る。

○筆 脈 の 連 続 …運 筆 の加

速、筆圧 と連続を意識 し

て書 くことを確認す る。

2練 習す る。

●自分が選択 した練 習用紙

を使 って、毛筆で練習す

る。

(r二 三』、 『月 日』)

3硬 筆で書 く。

●学習 プ リン トの楷書の漢

字を行書に直 して書 く。

●横画か ら横画への連続の

方法を硬筆 に生か して書

く。

●小学校第6学 年漢字配当

表を使って、横画か ら横

画への連続を含む漢字を

探す。

(T,) 支 援 (T2>

●教材文字r月 光』を

使 って行書の特徴を

想起 させて、発言を

引 き出 す よ う に す

る。

○速 く、丸 く、点画の

変化、連続 などか ら

「横画か ら横画へ の

連続 」を重点化 させ

る。

●範書にあわせて運 筆

の加速 、筆圧、始筆

の 入 れ 方 を 説 明 す

る。(ア ドバイ スカ
ー ドと連動で きるよ

うにす る。)

●拡大文字を黒板に貼

る。

●発言にあわせて拡大

文字を指 し示 し、特

徴 カー ドを貼 る。

●r二 』の範書をする。

●r三 』の拡大文字を

貼 る。

(3種 類)

ア ドバ イス カー ド(3種 類…3色 の付箋紙)

※机闘指導 を しなが ら、生徒ひ とりひ とりに貼る

● 『月 日』を選択 したi●r二 三』を選択 した

生徒を支援する。i生 徒を支援す る。

●ア ドバ イスカー ドを置 きなが ら助言、筆使 い

になれていない生徒 には、手を添えて支援す

る。

●行書 に直せなか った

り、連 続の方法 を意

識 しないで書いて い

る 生 徒 の 支 援 を す

る。

●時間を計 る。(3分)

●確認 しあ う生徒 の疑

問を受 けた り、答え

た りしなが ら机間指

●学 習 プ リ ン ト(硬

筆)は 、

① 連 続 の 方 法 を 使 っ

て、字形を整えて書

くQ

②順番 どお りに書 く。

③消 しゴムは使わない

ことを伝 える。

●日常よ く使 う漢字 に

横画か ら横画への連

続を生 かせ ることを

確認 させ る。

資料 ・教具

拡大文字

r月光』

特徴 カー ド

指示棒

練 習用紙

(毛筆)

ア ドバ イス

カー ド

学習プ リン

ト(硬 筆)

小学校第6

学年漢字配

当表のプリ

ン ト
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●友達同士で確認 し合 う。 導をす る。 正答 プ リン

その後、正答 プ リン トで ●正答 プ リン トを配布 ト

確認す る。 す る。

4評 価す る。

●学習 カー ドを使 って 自己 ●学習 目標 にそって評価で きてい るか確認 し、 タ イ マー

評価をす る。 必要 に応 じて助言す る。 学習 カー ド

5次 時の予告 を聞 く。

●r生 活』 の拡大文字を見 ●点画の連続を示しな ●拡大文字を黒板には 拡大文字

て、他の点画の連続にっ が ら知 らせ る。 る。4っ の 連 続 カー r生 活 』

いて 知 る。 ドを貼 る。 連続 カー ド

(4)評 価

ア 筆脈 を意識 して、 「横画か ら横画への連続」の筆使いを正 しく理解 し、書 くことがで

きたか。

イ 「横画か ら横画への連続」の方法(筆 使 い)を 硬筆に生か して書 くことがで きたか。

ウ 日常 よ く使 う漢字に も 「横 画か ら横画への連続」を含む部分があ ることを知 ることが

で きたか。

8本 時の考察

(1)学 習に興味 ・関心 を もち、 自分の課題を選んだ り見つけた りす る。

ア 範書

(ア)範 書 によ って、興味 ・関心 を高め ることにっなが った。

(イ)範 書 と同時進行で筆使いの解説を したが、 この場面で は 「見て、学 びとる」 ことに

集中 させた ほうが よか った。

イ 課題解決方法 の提示

(ア)「 横画 か ら横画へ の連続」(r三 』の拡大文字)の 筆使い におけ る問題点 と正 しい

筆使 いに直すための改善法 を色分 け し、ア ドバイスカー ドと連動 させ たことで、自分

の課題を確 認 し、主体的に取 り組む ことがで きた。また、教師側 も的確な助言を効率

的 に行 うことが できた。

(イ)「 横画か ら横画への連続 」の筆使 いをr三 』の拡大文字を使 って重点化 した ことと、

教材文字r月 光』 との関連性 を意識 させ る説明が必要 であった。

② 方法を考えた り選択 した り して、課題解 決に取 り組 む。

ア 練習用紙(毛 筆)

選択 した教材文字の練習をどの段階から

始めたらよいか考え、自ら選択した練習用

紙を使って学習することで、課題解決の意

識を高め、主体的な取り組みができた。

ノ

,
謬

画
膚
ロ
@

矧 月

画 日
飼
6
⑦

2

¢o
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イ テ ィーム ・テ ィーチ ングでの授業一座席表の工夫

(ア)前 時のr月 光』 の自筆を入 れることやア ドバ イスカー ドによって、一人一人の生徒

への助言を的確かっ効率的に行 うことが できた。

(イ)生 徒が選択 した教材文字 ごとに座席 をまとめ ることも考え られた。机問指導 の際、

時間を有効に使 い、一人一人の課題に応 じた支援の充実 にっなが る。

(3)学 習の成果 を確認 し、次の学習 に生かそ うとす る。

ア 学習プ リン ト(硬 筆)

毛筆で練習 した教材 だけでな く、

「横画か ら横画への連続」を含む他

の漢字 を書 くことで硬毛の関連が 図

れ るとと もに、 日常生活へ生かす た

めの意識づ けがで きた。

イ 書写学習カー ド(自 己評価 カー ド)

(ア)学 習プ リン トと自己評価カー ドを表裏に印刷 した ことで、スムースな学習活動 につ

なが った。

(イ)毛 筆 と硬筆の両面か ら評価 し、学習の成果を確認す る ことができた。

(4>書 写で学ん だ ことを 日常生活 に生かそ うとす る。

ア 小学校第6学 年漢字配 当表

(ア)「 横画か ら横画 への連続」を含 む漢字を探す取 り組み は、文字の他の要素 との関連

か らやや難 しい様子で あった。取 り組みの前に、本時の学 習の中で扱 った教材文字な

どを具体例 と した説 明が必要 であ った。

(イ)時 間を計 って取 り組む ことでゲーム的な要素が加わ り、楽 しく取 り組 む ことがで き

た。

(ウ)正 答 プ リン トを配 る前に友達 同士で確認 しあ うことで、新たな疑問や発見 にっなが

り、 「点画の連続」や文字 につ いての興味 ・関心を高め ることがで きた。
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IV研 究のまとめと今後の課題

今年度 は、 「一人一人が楽 しく主体的 に活動す る書写学習」の主題の もとに、学習課題 ・学

習方法の選択 に重点 をおき研究を進 めて きた。

小学校毛筆(高 学年)・ 小学校硬筆(低 学年)・ 中学校毛筆 と研究授業 も様 々な角度か ら行

い、発達段階に応 じた学習課題 ・学習方法 の選択のあ り方を柱 に次の ように実践 し研究 して き

た。

1学 習課題に興味関心を もち、 自分の課題 を選んだ り見つ けた りするための工 夫

(1)空 書 きによる学習文字の確認によ り、筆順の理解 を深めた。

② 自由選択、課題選択 を発達段階に応 じて授業に取 り入れ、習熟度 によ って学習を進め る

よう工夫 した。

(3)自 らの課題を明確化す るために、試 し書 きと教材文字の比較、 ティーム ・ティーチ ング

による声か け、学 習カー ドの内容や構成の工夫を した。

(4)「 とめ」 「はね」 「は らい」 「○画 目」などの用語を 日常化す ることで、指導に際 して

児童 ・生徒の意識 を焦点化す る ことがで きた。

2方 法 を考えた り選択 した りして、課題解決 に取 り組むための工 夫

(D筆 、鉛筆 だけで はな く、筆ペ ン、絵 の具筆で、時には粘土 を用 い、興味 ・関心を持続 さ

せ るとともに、一人一人の課題解決に有効的に取 り組 めるよ うに した。

② 練習用紙 を工夫 し、 自分で学習順序 を選んで進 めるように した。

(3)課 題 ごとに座席 をま とめた り、様 々な用 具を使 った コーナーを設 けた り して、学習 ス

ペースの工夫を行 った。

(4)テ ィーム ・テ ィーチ ングで取 り組み、役割 を明確化 し、途 中で役割交換 などを しなが ら、

一人一人の支援に当たった
。

3学 習成果を確 認 し、次の学習に生かすための工夫

(1)課 題の再確認 を行 うとともに、 まとめ書 き、毛筆で練習 した ことと同 じ課題 の文字を硬

筆 で練習、学 習カー ドを使 って自己評価、相互評価を した。

② 課題文字 の学習後、同 じ課題を もっ文字を今 まで習 った文字(学 年別漢字配当表)か ら

探 してみ るなど、発展学 習の工夫を行 った。

4書 写で学んだことを、 日常生活に生かすための工夫

(D読 む相手を意識 させ、書写で学んだ ことを生 か して、学校や地域の行事の ポスターやお

知 らせ、標語を書 き、地域 に掲示等 を して文字環境 を高めた。

② 校内の約束事、ス ローガ ン、委員会の活動報告 など、 目的にあった用具を用い、丁寧に

見やす く書いた。

以上 のよ うに実践を積み重ねた結果、次のよ うな成果が得 られ た。

1自 分の課題を意識 して教材文字や課題を選択 して学習す ることによ り、主体的に学 習に取

り組 めるようにな った。

2硬 筆 、毛筆 、半 紙だ けで はな く、それぞれの課題 に有効 的な用具や用紙を用 いた ことに

一23一



よって、楽 しく主体 的に取 り組み課題解決 に役立 った。

3教 室全体 また は、その他の場所を学 習の場 と して使 うことで、た くさんの課題解 決のため

の コーナーを設 けることがで きた。課題解決 に適 した場 を設定す ることで、一 人一人が生 き

生 きと活動 し、進んで表現す るようにな った。 また、学 び合 い もで きるよ うにな った。

4子 どもに とって選択す るという活動 は、 自分の達成度 によ り次の文字 に進め るとい うこと

で意欲が持続 し、それが文字感覚を高め ることにっなが った。

5テ ィーム ・テ ィーチ ングによ り、一人一人 の課題選択 にそ った支援が可能 にな り、多面的

な評価やかかわ りがで きるよ うにな り、文字感覚が高ま った。

6毛 筆での学習後、硬筆で練習 した り、同 じ課題の文字 を探す等によ って、硬筆 ・毛筆の関

連を図 ることがで きた。

7ポ ス ターやお知 らせ、おたよ りなど、 目的 を もって書いたため、読み手を意識 して正 しく

整 った文字 を書 くことがで きるようにな った。

以上多 くの成果が得 られた。児童 ・生徒 たちは、従来行 われて いたよ うな授業 とは異な り、

鉛筆、筆以外 の用具を使 って学習 した り、 自分 の取 り組みたい課題や方法 を自分で選んで学習

す ることで意欲的 に楽 しく活動す ることがで きた。 また、課題 を明確化 した上での選択、方向

性を示 した上 での選択 によ り、 自分の課題が 明確 にな り、課題解決に主体的 に取 り組め るよ う

になった。

しか し、次のよ うな課題 も残 された。今後 は、 これ らの課題 の解決に努め、一人一人が楽 し

く主体的に活動で きる書写学習を 目指 して、 さらに高めてい きたい。

1選 択する活動 によって 自分の意志を反 映させ る ことがで き、生 き生 きと活動す ることがで

きるよ うにな った。 しか し、児童 ・生徒が どんな選択をす ると、文字感覚が高 まり、文字を

整えて書 くことがで きるよ うにな るのか発達段 階を考えて とらえてい く必要があ る。

2小 学校低学年で は30分 、 中学校で は25分 、75分 といった授業時間の弾力的 な運用や、選択

して学 習す ることのよ さが十分発揮で きるよ うなティーム ・ティーチ ングの あ り方を考える。

また、テ ィーム ・テ ィーチ ングの 日常化を図るために、外部 の協力者 ともティーム ・テ ィー

チ ングを組む こと も視野に入れて、 どのよ うな授業が構成で きるか考えてい く必要があ る。
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